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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
食品パックを挿入するパック収容部とパック収容部の下でこれを倒れないように支持する
支持部とを有し、前記パック収容部は、上側に前記食品パックを挿入する開口を有する容
器であり、前記開口の断面は、前記食品パックの幅と厚みより大きく、前記食品パックの
収容時には、前記食品パックの少なくとも開封部が開封しやすいように前記開口からはみ
出るように前記容器の高さが形成され、且つ、前記パック収容部には、前記食品パックを
収納時に前記食品パックを押し付け保持することが可能な位置に、前記食品パックを押し
付け保持するパック保持部を有し、
前記パック保持部は、複数の食品パックを保持する場合に、各食品パックを各々押し付け
開放する複数の押し付け片とこれらを共通に接続したスライド棒とこれをスライド可能に
保持し、前記パック収容部に固定された保持片と前記保持片との間で前記スライド棒を付
勢する付勢手段とを備えたことを特徴とする食品パックスタンド。
【請求項２】
前記パック収容部は、前記開口の長手方向で前記開口に直角な面で二つの容器壁に分離さ
れ、一方の容器壁と他方の容器壁は、互いを前記長手方向の端の片側に備えた回転連結す
る回転結合部を介して回転するように形成されていることで、二つの容器壁が互いに開閉
可能であることを特徴とする請求項１に記載の食品パックスタンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は、食品パックを湯煎する、取り出す、開封する、内容物を取り出すなどの取り扱
いを行う際に手で持って行う不便さと不安全を回避するための食品パックを保持する食品
パックスタンドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、これらの食品パックは、特許文献１に見るように多く利用されている。その取り扱
いにおいては、ほとんど人手を使い行っていて、片手で持って、他の手で動作を行ったり
、手で裂いて開封したりしていて、食品パックが熱い場合には火傷をしたり、容易に行わ
れずに手間取っていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２８４１１８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
従来の事情に鑑みて、人手によらず、食品パックを保持可能な食品パックスタンドを提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の食品パックスタンドは、食品パックの挿入するパック収容部とパック収容部の下
でこれを倒れないように支持する支持部とを有し、パック収容部は、上面に食品パックを
挿入する開口を有する容器であり、開口の断面は、食品パックの幅と厚み（内容物により
膨らんでいるため、厚みがある）より大きく、食品パックの収容時には、開封のために食
品パックの少なくとも開封部が開口からはみ出るように容器の高さが形成されていること
を特徴としている。更に容器は、開口に直角な面で分離され、一方の壁と他方の壁は、一
端に存在する回転結合部を介して回転するようになしたこと、又は、食品パックの厚みに
対応する、パック収容部の側面にも第二の開口を備えたこと、又は、上面以外の側面がが
網や多数の穴がある板（パンチング板）で構成されることで、実質的に側面部に第三の開
口を備えたことを特徴としている。更に、食品パックの幅に対応するパック収容部の側面
との間で収容した食品パックを押し付け挟んで固定するパック保持部を有していることを
特徴としている。又、複数の食品パックを同時に収納する仕切りを備えたことを特徴とす
る。以下、請求項に沿って記述する。
【０００６】
請求項１記載の発明は、食品パックスタンドであって、
食品パックを挿入するパック収容部とパック収容部の下でこれを倒れないように支持する
支持部とを有し、前記パック収容部は、上側に前記食品パックを挿入する開口を有する容
器であり、前記開口の断面は、前記食品パックの幅と厚みより大きく、前記食品パックの
収容時には、前記食品パックの少なくとも開封部が開封しやすいように前記開口からはみ
出るように前記容器の高さが形成され、且つ、前記パック収容部には、前記食品パックを
収納時に前記食品パックを押し付け保持することが可能な位置に、前記食品パックを押し
付け保持するパック保持部を有し、
前記パック保持部は、複数の食品パックを保持する場合に、各食品パックを各々押し付け
開放する複数の押し付け片とこれらを共通に接続したスライド棒とこれをスライド可能に
保持し、前記パック収容部に固定された保持片と前記保持片との間で前記スライド棒を付
勢する付勢手段とを備えたことを特徴とする。
【０００７】
請求項２記載の発明は、請求項１に記載の食品パックスタンドにおいて、
前記パック収容部は、前記開口の長手方向で前記開口に直角な面で二つの容器壁に分離さ
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れ、一方の容器壁と他方の容器壁は、互いを前記長手方向の端の片側に備えた回転連結す
る回転結合部を介して回転するように形成されていることで、二つの容器壁が互いに開閉
可能であることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
以上の様に構成されているので、本発明による食品パックスタンドでは、人手によらず、
食品パックを保持可能なので、鋏等で簡単に開封して内容物を取り出すことができ、火傷
などの恐れは全くない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る食品パックスタンドの一実施態様を示す図である。
【図２】本発明に係る食品パックスタンドの使用状態の一実施態様を示す図である。
【図３】本発明に係る食品パックスタンドの一実施態様の断面図である。
【図４】本発明に係る食品パックスタンドの別の実施態様を示す図である。
【図５】本発明に係る食品パックスタンドの別の実施態様を示す図である。
【図６】本発明に係る食品パックスタンドの別の実施態様を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
本発明の食品パックスタンドは、食品パックの挿入するパック収容部とパック収容部の下
でこれを倒れないように支持する支持部とを有し、パック収容部は、上面に食品パックを
挿入する開口を有する容器であり、開口の断面は、食品パックの幅と厚み（内容物により
膨らんでいるため、厚みがある）より大きく、食品パックの収容時には、開封のために食
品パックの少なくとも開封部が開口からはみ出るように容器の高さが形成されていること
を特徴としている。更に容器は、開口に直角な面で分離され、一方の壁と他方の壁は、一
端に存在する回転結合部を介して回転するようになしたこと、又は、食品パックの厚みに
対応する、パック収容部の側面にも第二の開口を備えたこと、又は、上面以外の側面が網
や複数の穴がある板（パンチング板）で構成されることで、実質的に側面部に第三の開口
を備えたことを特徴としている。更に、食品パックの幅に対応するパック収容部の側面と
の間で収容した食品パックを押し付け挟んで固定するパック保持部を有していることを特
徴としている。以下図に沿って説明する。
【００１１】
図１は、本発明に係る食品パックスタンドの一実施態様を示す図である。１－Ｃには、食
品パック１０１を示す。１－Ａは、食品パックスタンド１００の例であり、食品パックを
収容するパック収容部１１０とパック収容部１１０の下でこれを倒れないように支持する
支持部１２０を有している。支持部１２０は、図では、パック収容部１１０の下に備えら
れアヒルの足のような形状にしてあるが、倒れなければよいので形状は任意であり、しか
もパック収容部１１０の下側自体が支持部１２０を構成してもかまわない。
パック収容部１１０は、上面に食品パック１０１を挿入する開口１１１を有する容器であ
り、開口１１１の断面は、食品パック１０１の幅と厚み（内容物により膨らんでいるため
、厚みがある）より大きく、食品パック１０１の収容時には、開封のために食品パック１
０１の少なくとも開封部１０２が開口１１１からはみ出るように容器の収容穴の高さ（図
のＨ）が形成されている。
【００１２】
更に、パック収容部１１０の容器壁１１２Ａ、１１２Ｂは、開口１１１に直角な面で分離
され、一方の容器壁１１２Ａと他方の容器壁１１２Ｂは、一端に存在する回転結合部１１
３を介して回転するように形成されている。１－Ｂには、一方の容器壁１１２Ａに対して
、他方の容器壁１１２Ｂが開いた状態を示している。特にこの開きが可能な構成では、一
方の壁と他方の壁が近接したときには、食品パックの下端を挟んで固定するパック保持部
１１４を有していることが好ましい。１－Ａと１－Ｂでは、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂが
上側では、食品パック１０１を収容できるように広く作られ、下側では容器壁１１２Ａ、
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１１２Ｂが合わさって食品パックの下端を挟むように狭く作られているが、全体をこのよ
うに作る必要はなく、一部にはさみ動かないようにする（逆さにしても食品パックが落ち
ない）パック保持部１１４であればよい。尚、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂの間には、相互
にかみ合い固定する係止具１１７を備えると好都合である。
【００１３】
図３は、本発明に係る食品パックスタンドの一実施態様の断面図である。点線で示したの
は食品パック１０１である。
３－Ａには、パック保持部１１４を備えた例を示し、食品パック１０１の下側端がパック
保持部１１４で固定されている。３－Ｂには、パック保持部１１４を備えていない例であ
り、食品パック１０１の下側端は固定されず、逆さにすれば当然落ちる。この場合は、容
器壁１１２Ａ、１１２Ｂは互いに対して開く構造は必須ではない。
尚、パック保持部１１４は、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂの開き構造が無くても可能であり
、この例が３－Ｃに示される。図のように、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂの開き構造が無く
、壁は互いに動かない。食品パック１０１の下側端に対応する位置には、パック保持部１
１４があり、この例では、バー１１５を動かすことで、食品パック１０１を押さえたり、
離したり出来るようになっている。動かすとは、引く、押す、曲げる、スライドするなど
の動作で内側の押さえ板１１６を動かすことが可能である。尚、バー１１５を離したとき
に固定状態になるようにすることが好都合である。尚、パック保持部１１４は、食品パッ
ク１０１の下側端に当たるのが好都合であるが、保持するためを考えると、下側端に限る
ことはないことは当然である。
【００１４】
図２は、本発明に係る食品パックスタンドの使用状態の一実施態様を示す図である。
２－Ａから２－Ｄ、２－Ｈから２－Ｊは、食品パックを湯煎（温め）し、湯煎後に食品パ
ックスタンド１００を使用して内容物を飲食に供する場合の工程であり、２－Ｅから２－
Ｇ、２－Ｈから２－Ｊは、食品パック１１０を食品パックスタンド１００に取付けてから
湯煎して、内容物を飲食に供する場合の工程である。先ず前者から説明する。２－Ａにお
いて、なべなどの湯煎容器２０１に水を張って、食品パック１０１を湯煎し、温まった状
態でクリップ等２０２を用いて引き上げ取り出す。２－Ｂにおいては、容器壁１１２Ａ、
１１２Ｂ間を開いた容器１１０に食品パック１０１を入れようとしている。２－Ｃにおい
ては、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂ間が閉じて、食品パック１０１が入った状態である。２
－Ｄは２－Ｃの状態の断面状態を示し、食品パック１０１の下部がパック保持部１１４に
おいて把持されているので、逆さにしても落ちることが無い。勿論、パック保持部１１４
が無い場合もある。尚、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂにより食品パック１０１は折れ曲がる
ことなく立ち状態を維持することが出来る。
尚、食品パックスタンド１００を使用しない従来の場合には、食品パックを手で持って開
封作業をする必要があり、熱いので厄介、火傷の恐れもあり不便さがあった。
【００１５】
次に２－Ｈにおいて、食品パック１０１は折れ曲がることなく立ち状態を維持しているの
で、鋏２０３等で開封部１０２を切るのは極めて容易く、熱い食品パック１０１に触れる
必要がないので火傷の心配なく行える。２－Ｉの状態が封を切った状態であるが、未だ、
開口部が狭く閉じた状態を示している。２－Ｊにおいては、開口拡げ具を使って大きく広
げた状態である。口が拡がっているので、皿や椀の上で逆さにすれば、内容物を容易に取
り出すことが出来る。又は、逆さにしないで、そのままの状態で、内容物を箸やスプーン
を使って食することが出来るので、その後は、空の食品パック１０１を捨てるだけでよく
、
皿や椀を使わないので、洗う手間が省ける利点もある。
【００１６】
次に後者の例を説明する。２－Ｅにおいて、食品パックスタンド１００に食品パック１１
０を取付ける。２－Ｆは取付けて状態を示す。２－Ｇにおいては、食品パックスタンド１
００を湯煎容器２０１の中に逆さに釣って（ここで、支持部１２０が湯煎容器２０１に乗
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っかるようになっていると好都合である。）、温めを行う。その後は、前記の２－Ｈから
２－Ｊの工程になる。
【００１７】
図４は、本発明に係る食品パックスタンドの別の実施態様を示す図である。
２－Ｊにおいて、開封した食品パック１０１の開口を拡げるために４－Ｅに示す開口拡げ
具４００を使用した。この開口拡げ具４００は、本出願人により別に出願されている。４
－Ａでは、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂの両者に開口拡げ具４００の付着部４０１を入れる
収納部４０２を備えたものである。４－Ｂでは、容器壁１１２Ａ、１１２Ｂのいずれか一
方に開口拡げ具４００を入れる収納部４０２を備えたものである。それぞれ収納した状態
を４－Ｃと４－Ｄに示す。このような同一あるいは引き続く工程で使用するものは、間近
に備えていることが都合がよい。開口拡げ具４００以外に開封の鋏又はカッターを収納す
ることでもよい。又、これらは、支持部１２０に取付けることも可能である。
【００１８】
図５は、本発明に係る食品パックスタンドの別の実施態様を示す図である。
図１で示した実施態様では、容器壁１１２Aと１１２Bは回転結合部１１３を介して開閉可
能に連結されていたが、本実施態様では、５－Aに示すように容器壁５０１A、５０１Bは
、回転結合部１１３はなく、それぞれ固定されており、開口１１１の長手方向で開口１１
１に直角な側面（収容される食品パックの厚みに対応する側面）の部分がそれぞれ開口し
ている。また、５－Bで示すように、前記図３－Cの実施態様と同様、バー１１５を動かす
ことで食品パック１０１を押さえたり、離したり出来るようになっており、両側面からの
視認性が高いため、食品パック１０１の挿入、固定、取り出し等の操作性も良好である。
尚、湯煎時の温めの効率を良くし、軽量化し、湯から上げた場合に水切りを良くするため
、この例では、容器壁１１２Aと１１２Bには、多数の穴を備えているが、必ずしもこれに
こだわらない。
【００１９】
図６は、本発明に係る食品パックスタンドの別の実施態様を示す図である。
この例では、パック収容部１１０の側壁を網又は、多数の穴を有する板で構成して、湯煎
時の温めの効率を良くし、軽量化し、湯から上げた場合に水切りを良くしている。
６－Ａでは、網で構成した場合であり、６－Ｂでは、複数の穴を持つ板（パンチング板）
で構成したものである。６－Ｃでは、６－Ａ（６－Ｂでも同じであるが）において、仕切
り６０１を備えたもので、ここでは、二つの食品パックを収容して立てられるように、仕
切り６０１を備えている。６－Ｄでは、６－Ｃのものに、食品パックを
食品パック１０１を挿入する上面の開口以外にパック保持部１１４を備えたものである。
このパック保持部１１４は、食品パックの各々を押し付ける各押し付け片６０２とこれに
共通に接続したスライド棒６０３とこれをスライド可能に保持する保持片６０４と保持片
６０４との間でスライド棒６０３を付勢するバネ等の付勢手段６０５とを備えている。こ
の例では、スライド棒６０３に付いたつまみ６０６を押すと、スライド棒６０３が押され
、押し付け片６０２が押されて、食品パック１０１は開放状態になり、つまみ６０６を離
すと、付勢手段６０５により、スライド棒６０３、従って押し付け片６０２が戻って、食
品パック１０１が押し付けられ保持状態になる。パック保持部１１４は、いろいろの形態
をとることができこの例にこだわらない。６－Ｅにおいては、２個の食品パック１０１が
保持された状態を示している。
尚、６－Ａ、６－Ｂに示すように、食品パックスタンドに持ち上げるための取っ手６０７
があると便利である。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
以上のように本発明による食品パックスタンドは、湯煎時に食品パックを保持でき、湯煎
後に熱くなった食品パックに触れることなく開封して内容物を取り出し利用できるので、
産業上利用して効果が極めて大きい。
【符号の説明】
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【００２１】
１００　食品パックスタンド
１０１　食品パック
１０２　開封部
１１０　パック収容部
１１１　開口
１１２Ａ、１１２Ｂ　容器壁
１１３　回転結合部
１１４　パック保持部
１１５　バー
１１６　押さえ板
１１７　係止具
１２０　支持部
２０１　湯煎容器
２０２　クリップ等
２０３　鋏
４００　開口拡げ具
４０１　付着部
４０２　収納部
５０１A、５０１B　固定容器壁
５０２　容器側面開口部　
５０３　固定容器壁支持部
６０１　仕切り
６０２　押し付け片
６０３　スライド棒
６０４　保持片
６０５　付勢手段
６０６　つまみ
６０７　取っ手
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